
陸
象
山
の
「
心
」
の
立
場

象
山
は
、
「
陰
了
『
党
立
乎
其
大
著
』
（
『
孟
子
』
骨
子
上
）
一
旬
、

①

仝
無
伎
傾
］
と
の
批
判
を
、
「
誠
に
然
り
］
と
言
っ
て
甘
受
す
る
。
こ

の
記
載
か
ら
、
「
大
な
る
者
」
で
あ
る
「
心
」
を
確
立
す
る
こ
と
を
、

象
山
が
学
の
本
領
と
し
て
い
た
こ
と
が
解
か
る
。
拙
稿
は
、
象
山
の
説

く
「
心
」
と
「
心
」
を
確
立
す
る
「
自
立
」
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

象
山
は
ま
ず
、
自
ら
の
説
く
「
心
」
を
「
膏
所
謂
心
、
天
之
所
予
我

者
也
］
　
（
巻
2
0
　
贈
丁
潤
父
）
と
述
べ
、
人
間
の
作
為
が
全
く
加
え
ら

れ
て
い
な
い
「
天
与
」
そ
の
ま
ま
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
　
「
天

橋
　
　
本
　
　
敬
　
　
司

与
」
そ
の
ま
ま
の
「
心
」
は
、

「
仁
、
人
心
也
u
　
（
『
孟
子
』
告
子
上
）
心
之
在
人
、
是
人
之
所

以
為
人
、
而
与
禽
獣
草
木
異
焉
者
也
。
（
集
3
2
　
拾
遺
）

と
言
わ
れ
、
「
仁
」
と
い
う
大
い
な
る
「
心
」
と
し
て
人
に
備
わ
り
、

人
が
人
と
し
て
存
在
す
る
根
拠
で
あ
り
、
か
つ
、
人
と
禽
獣
草
木
を
弁

別
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
ま
た
、
「
四
端
万
苦
、
皆
天
之
所
予
、
不
労

大
粒
点
］
　
（
集
3
5
　
語
録
下
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
天
与
」
そ
の
ま

ま
に
し
て
、
人
が
作
為
的
に
美
し
7
＼
飾
り
た
て
る
　
（
粒
点
）
ま
で
も
な

い
　
「
四
端
万
苦
」
が
、
そ
の
ま
ま
こ
の
「
天
与
」
の
「
心
」
で
あ
る
。
従

っ
て
、
「
四
端
万
善
」
と
い
う
道
徳
性
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
の
で
き

る
「
心
」
は
、
空
虚
で
無
実
体
な
も
の
で
は
な
く
、
実
体
と
し
て
確
か
に

存
在
す
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
言
え
よ
う
。

三
一
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陸
象
山
の
「
心
」
の
立
場
　
（
橋
本
）

と
こ
ろ
が
、
象
山
は
、
「
孟
子
就
四
端
上
指
示
人
、
畳
是
人
心
只
布

達
四
端
而
己
〕
　
（
集
3
4
　
語
録
上
）
と
も
言
っ
て
い
る
。
「
天
与
」
そ

の
ま
ま
の
「
心
」
は
、
孟
子
の
「
四
端
」
に
の
み
固
定
化
限
定
化
さ
れ

な
い
規
模
広
大
な
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
次

の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

且
如
「
天
命
之
謂
性
」
（
中
庸
）
天
之
所
以
命
我
者
、
不
殊
乎
天
、

舞
是
放
教
規
模
広
大
。
（
集
3
5
　
語
録
下
）

◎

象
山
に
よ
れ
ば
「
性
」
は
「
心
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
天
命
（
天

与
）
」
の
「
心
」
は
、
そ
れ
自
体
「
天
」
に
異
な
ら
な
い
。
故
に
、
「
天

与
」
そ
の
ま
ま
の
「
心
」
は
、
「
天
」
に
等
し
く
規
模
広
大
な
る
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ま
た
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。

天
之
所
以
予
我
者
、
「
重
大
・
杢
剛
」
（
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
）
・

杢
直
・
喜
平
・
至
公
。
（
集
3
5
　
語
録
下
）

「
天
」
の
本
性
で
あ
る
「
至
大
・
杢
剛
・
垂
直
・
喜
平
・
至
公
」
が
そ

の
ま
ま
「
天
与
」
の
「
心
」
で
あ
る
。
こ
の
「
心
」
を
、
人
々
は
一
人

の
例
外
な
く
本
来
共
通
に
備
え
て
い
た
。
象
山
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

至

心
只
是
一
箇
心
、
某
之
心
、
菩
友
之
心
、
上
而
千
百
載
聖
賢
之

心
、
下
而
千
百
載
復
有
一
聖
賢
、
其
心
亦
只
如
此
。
心
之
体
甚

大
、
若
能
尽
我
之
心
、
便
与
天
同
。
（
集
3
5
　
語
録
下
）

唯
一
つ
の
「
体
甚
大
」
な
る
「
心
」
が
、
某
に
も
吾
友
に
も
、
更
に
は
、

時
を
超
え
て
聖
賢
に
も
、
共
通
普
遍
に
備
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ

れ
は
、
固
定
化
さ
れ
た
物
と
し
て
で
は
な
く
、
生
き
て
働
く
「
心
」
と

し
て
自
ら
を
尽
く
す
（
自
己
実
現
す
る
）
こ
と
で
初
め
て
「
天
」
に
回

帰
し
て
ゆ
く
広
大
な
る
も
の
（
与
天
国
）
と
し
て
備
わ
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
天
」
に
等
し
く
広
大
な
る
「
心
」
で
あ
る
か

ら
こ
そ
、
そ
れ
は
、
「
自
家
表
裏
内
外
如
一
」
（
集
3
5
　
語
録
下
）
と
、

自
己
一
身
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
無
く
、
自
己
の
「
表
裏
内
外
」
を
一
つ

㊥

に
包
括
す
る
広
大
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
象
山
に
お
い
て
、

こ
の
広
大
な
る
「
心
」
は
、
「
宇
宙
」
に
同
じ
、
「
宇
宙
」
大
の
も
の

④

と
し
て
認
識
さ
れ
る
。

宇
宙
便
是
善
心
、
善
心
即
是
宇
宙
。
（
集
2
2
　
雑
著
）

象
山
は
、
「
心
只
是
一
箇
心
」
と
言
っ
て
い
た
し
、
ま
た
「
動
静
意
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有
二
心
］
　
（
発
5
　
与
高
應
朝
）
と
も
言
う
。
そ
れ
は
、
動
静
を
一
貫

し
「
四
端
」
に
の
み
限
定
さ
れ
な
い
唯
一
の
広
大
な
る
「
心
」
が
そ
の

ま
ま
「
塞
」
即
ち
霊
妙
不
測
の
活
動
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
「
此
心
之
霊
、
此
理
之
明
、
宣
外
礫
哉
］
（
集
7
　
与
虐
子
南
目
）
、

「
心
」
の
「
霊
」
も
、
「
理
」
の
「
明
」
も
、
外
轢
（
外
か
ら
飾
っ
た

も
の
）
で
は
な
く
、
人
に
本
来
固
有
の
も
の
で
あ
る
、
と
。
象
山
は
、

ま
た
「
人
心
重
電
、
此
理
至
明
、
人
皆
有
是
心
、
心
皆
具
是
理
］
　
（
集

2
2
　
雑
著
）
と
、
人
の
「
心
」
は
そ
れ
自
体
「
杢
霊
」
で
あ
り
、
「
理
」

は
そ
れ
自
体
「
垂
明
」
で
あ
り
、
人
は
こ
の
「
杢
露
」
な
る
「
心
」
を

を
固
有
し
、
「
心
」
は
こ
の
「
杢
明
」
の
「
理
」
を
具
え
て
い
る
、
と

言
う
。
露
妙
不
測
の
活
動
が
そ
の
ま
ま
「
理
」
で
あ
る
、
そ
れ
が
生
き

て
働
く
「
心
」
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
「
至
急
」
の
「
心
」
は
、
次
の

よ
う
に
形
容
さ
れ
る
。
「
無
恩
無
為
、
寂
然
不
動
、
感
而
遂
適
天
下
之

故
］
　
（
尭
3
5
　
語
録
下
）
。
こ
れ
は
、
『
易
経
』
繋
辞
伝
の
、
易
の
者

の
徳
を
賛
え
た
言
葉
で
あ
る
が
、
語
録
は
こ
れ
だ
け
を
一
条
と
し
て
載

せ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
は
、
「
心
」
が
作
為
思
慮
す
る
こ
と
な
く
自
然

陸
象
山
め
「
心
」
の
立
場
　
（
橋
本
）

に
霊
妙
不
測
に
再
動
し
て
万
事
に
通
じ
て
行
く
こ
と
を
賛
え
た
言
葉
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
「
心
」
は
、
物
で
は
な
く
、
霊
妙
不
測
の

活
動
・
現
象
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
心
」
の
「
霊
」
は
、
常
に
「
理
」
の
「
明
」
と
共
に

説
か
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
次
に
、
象
山
の
捉
え
た
「
理
」
及
び
「
理
」

の
「
明
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
象
山
は
、
『
孟
子
』
と
『
易
』
に
準

拠
し
て
以
下
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
。

仁
即
此
心
也
、
此
理
也
。
「
求
則
得
之
」
　
（
『
孟
子
』
告
子
上
・

尽
心
上
）
得
此
理
也
。
「
先
知
」
（
『
孟
子
』
万
章
上
・
下
）
者
、

知
此
理
也
。
「
発
覚
」
　
（
同
上
）
者
、
覚
此
理
也
。
「
愛
其
親
」

（
『
孟
子
』
尽
心
上
）
者
、
此
理
也
。
「
敬
其
兄
」
（
同
上
）
者
、

此
理
也
。
「
見
孫
子
将
大
井
而
有
休
腸
側
隆
之
心
」
　
（
『
孟
子
』

公
孫
丑
上
）
者
、
此
理
也
。
可
羞
之
事
則
羞
之
、
可
窓
之
事
則
悪

之
者
、
此
理
也
。
是
知
其
為
是
、
非
知
其
為
非
、
此
理
也
。
宜
辞

而
辞
、
宜
遜
而
遜
者
、
此
理
也
。
敬
此
理
也
、
義
亦
此
理
也
。
内

此
理
也
、
外
亦
此
理
也
。
故
日
「
直
方
大
、
不
習
無
不
利
］
（
『
易

蓋

0

001



陸
象
山
の
「
心
」
の
立
場
　
（
橋
本
）

経
』
坤
卦
六
二
交
辞
）
　
（
集
1
　
与
曾
宅
之
）

こ
の
言
葉
か
ら
、
象
山
の
言
う
「
理
」
は
、
「
仁
」
な
る
「
心
」
の
自

然
の
ま
ま
の
活
動
・
流
出
が
学
習
せ
ず
と
も
事
の
宜
し
き
を
得
て
い
る

（
不
習
無
不
利
）
、
と
い
う
「
心
」
本
来
の
霊
妙
不
測
な
る
活
動
の
統

一
的
方
向
性
に
与
え
ら
れ
た
名
で
あ
る
、
と
理
解
で
き
よ
う
。
ま
た
、

「
理
」
の
「
明
」
は
、
「
愛
・
敬
・
側
隠
…
：
」
と
い
っ
た
切
実
に
し

て
自
然
な
る
「
心
」
の
活
動
・
流
出
が
そ
の
ま
ま
事
の
宜
し
き
を
得
た

も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
殊
更
に
学
習
せ
ず
と
も
本
来
明
白
で
あ
る
、
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
「
心
」
の
　
「
露
」

は
、
「
理
」
の
「
明
」
と
相
侠
っ
て
初
め
て
本
来
の
自
己
を
発
揮
・
展

開
（
心
を
尽
く
す
）
　
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
象
山
は
「
此
理
本
天
所
以
与
我
、
非
由
外
轢
。
明
得
此
理
、
即

是
主
宰
U
　
（
集
1
　
与
曾
宅
之
）
と
述
べ
、
「
天
与
」
そ
の
ま
ま
に
し

て
外
轢
で
は
な
い
「
理
」
が
明
白
で
あ
る
こ
と
は
、
取
り
も
直
さ
ず

「
心
」
が
主
宰
で
あ
る
、
と
す
る
。
従
っ
て
、
「
心
」
に
備
わ
っ
た
「
理
」

が
「
明
」
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
「
心
」
が
「
霊
」
か
つ
主
宰
で

一
品

あ
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
象
山
に
す
れ
ば
、
「
理
」
・
「
霊
」
・
「
主

宰
」
は
全
て
、
「
天
与
」
そ
の
ま
ま
の
広
大
な
る
「
心
」
　
に
お
い
て
本

来
湛
燃
た
る
一
体
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
象
山
の
説
く
「
心
」

が
、
道
徳
性
を
備
え
た
実
体
で
あ
り
か
つ
蔓
妙
不
測
に
自
己
を
展
開
す

る
活
動
・
現
象
で
あ
る
一
つ
の
全
体
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
、
と
言
え
よ
う
。

次
に
、
「
本
心
」
の
語
に
つ
い
て
見
て
ゆ
こ
う
。
象
山
は
「
仁
義
者
、
一

人
之
本
心
也
］
　
（
集
9
　
与
遭
監
）
と
言
う
。
ま
た
、
梯
慈
湖
の
「
如
　
1
8
1

何
是
本
心
U
の
問
に
、
「
側
隠
、
仁
之
端
也
。
羞
悪
、
義
之
端
也
。
辞
－

譲
、
礼
之
端
也
。
是
非
、
智
之
端
也
。
此
即
是
本
心
U
と
答
え
た
こ
と

が
、
年
譜
三
十
四
歳
の
条
に
記
さ
れ
て
お
り
、
「
本
心
」
も
ま
た
、
「
仁

義
」
・
「
四
端
」
と
い
う
道
徳
性
に
お
い
て
咤
え
ら
れ
て
い
た
。
象
山

は
、
更
に
、
孟
子
の
語
を
踏
ま
え
て
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

孟
子
日
「
所
不
慮
而
知
者
、
其
良
知
也
。
所
不
学
而
能
者
、
其
良

能
也
〕
此
天
之
所
与
我
者
、
我
固
有
之
、
非
由
外
礫
我
也
。
散
田

「
万
物
常
備
於
我
英
、
反
身
而
誠
、
楽
莫
大
焉
］
此
吾
之
本
心
也
。



所
謂
「
安
宅
・
正
路
」
者
、
此
也
。
所
謂
「
広
居
・
韮
位
・
大
道
」

者
、
此
也
。
古
人
自
得
之
、
故
有
其
実
。
言
理
則
是
実
理
、
言
事

則
是
共
事
、
徳
則
実
徳
、
行
則
実
行
。
（
集
1
　
与
曾
宅
之
）

「
天
与
」
そ
の
ま
ま
に
し
て
外
礫
で
な
い
我
固
有
の
「
良
知
・
良
能
」
、

「
万
物
」
を
備
え
広
大
に
し
て
「
誠
」
な
る
も
の
、
「
実
」
な
る
も
の
、

そ
れ
が
「
本
心
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
象
山
の
「
吾
所
謂
心
」
と
は
、

こ
の
「
本
心
」
に
他
な
ら
ず
、
象
山
に
お
い
て
、
「
心
」
は
即
ち
「
本

心
」
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
一
体
何
を
、
「
心
」
の
他
に
更
に
「
本
心
」
を
説
く
こ

⑤

と
で
、
象
山
は
表
そ
う
と
し
た
の
か
。
そ
の
転
倒
形
態
で
あ
る
「
失
本

心
」
　
を
検
討
し
っ
つ
考
え
よ
う
。
象
山
は
、
『
中
庸
』
　
を
踏
ま
え
、

「
失
本
心
」
を
以
下
の
よ
う
に
説
く
。

故
仁
義
者
、
人
之
本
心
也
。
孟
子
日
「
存
乎
人
者
、
宣
無
仁
義
之

心
哉
］
叉
日
「
我
固
有
之
、
非
由
外
轢
我
也
］
愚
不
肖
者
不
及
鳶
、

則
蔽
於
物
欲
而
失
其
本
心
。
賢
者
智
者
過
之
、
則
薇
於
意
見
而
失

其
本
心
。
（
集
1
　
与
避
監
）

陸
象
山
の
「
心
」
の
立
場
　
（
橋
本
）

象
山
に
よ
れ
ば
、
人
に
固
有
の
「
仁
義
の
心
（
本
心
）
」
が
、
そ
の
ま

㊥

ま
過
不
及
な
く
事
の
宜
し
き
を
得
た
「
中
」
で
あ
り
「
理
」
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
愚
不
肖
者
、
賢
者
智
者
は
、
各
々
こ
の
「
中
」
を
逸
脱
し
て

い
る
。
そ
れ
は
、
象
山
に
よ
れ
ば
、
物
欲
・
意
見
に
蔽
わ
れ
「
仁
義
の

心
（
本
心
）
」
を
失
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
で
は
、
こ
の
「
失
本
心
」
と

は
、
何
を
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
象
山
は
、
「
中
」
を
逸
脱
す
る

こ
と
が
「
失
本
心
」
で
あ
る
、
と
す
る
が
、
そ
れ
は
正
し
く
「
理
」
が

不
明
で
あ
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
「
理
」
が
不
明
で
あ
る
こ
と
は
、

「
心
」
に
渾
然
一
体
で
あ
っ
た
「
心
」
本
来
の
「
霊
」
・
「
主
宰
」
が

失
わ
れ
る
こ
と
で
も
あ
る
。
「
人
心
喜
霊
、
惟
受
蔽
者
失
其
塞
耳
］

（
集
1
4
　
与
蛭
孫
溶
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
物
欲
・
意
見
の
「
薇
」

に
よ
っ
て
「
本
心
」
を
失
う
と
は
、
正
し
く
、
「
心
」
の
「
霊
」
を
失

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
象
山
は
、
次
の
よ
う
に
鋭
く
。

所
柄
於
吾
友
（
曾
宅
之
）
者
、
正
謂
此
理
不
明
、
内
無
所
主
。
一

向
紫
絆
於
浮
論
虚
説
、
終
日
只
依
籍
外
税
以
為
主
、
天
之
所
与
我

者
反
為
客
。
主
客
倒
置
、
迷
而
不
反
、
惑
而
不
解
。
（
襲
1
　
与

蓋
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陸
象
山
の
「
心
」
の
立
場
　
（
橋
本
）

督
宅
之
）

「
理
」
が
不
明
で
、
「
心
」
の
「
主
宰
」
が
失
わ
れ
る
と
は
、
浮
論
虚

説
と
い
っ
た
「
外
観
」
に
蔽
わ
れ
、
本
来
「
主
」
た
る
「
心
」
が
「
客
」

と
な
り
、
「
客
」
た
る
「
外
税
」
が
「
主
」
と
な
る
「
主
客
倒
置
」
で

あ
る
、
と
。
つ
ま
り
、
党
の
愚
不
肖
者
・
賢
者
智
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
物

欲
・
意
見
を
「
主
」
と
し
「
仁
義
の
心
（
本
心
）
」
を
「
客
」
と
し
た

「
主
客
倒
置
」
の
関
係
に
投
げ
込
ま
れ
、
「
心
」
の
「
主
宰
」
を
失
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
「
失
本
心
」
と
は
、
「
蔽
」
を
受
け
る
こ
と
で
「
理
」
が

不
明
と
な
り
、
「
心
」
が
「
主
宰
」
を
喪
失
し
て
硯
出
し
た
「
主
客
倒

置
」
の
関
係
と
、
「
露
」
の
失
わ
れ
た
そ
の
「
心
」
の
情
態
を
言
っ
た

も
の
で
あ
る
。
本
来
「
心
」
に
お
い
て
渾
然
一
体
で
あ
っ
た
「
理
」
・

「
霊
」
・
「
主
宰
」
が
、
全
て
失
わ
れ
た
「
心
」
の
情
態
が
「
失
本
心
」

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
翻
っ
て
、
本
来
の
完
全
性
を
失
わ
ず
に
保
有
し
て
い

る
「
天
与
」
そ
の
ま
ま
の
「
心
」
の
情
態
が
「
本
心
」
で
あ
る
、
と
理

三
大

解
で
き
る
。
つ
ま
り
、
「
本
心
」
・
「
失
本
心
」
に
よ
っ
て
、
「
心
」

の
本
来
態
と
現
実
態
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
　
「
心
」
　
の
あ
り
方

は
、
「
心
」
に
お
い
て
渾
然
一
体
で
あ
る
「
理
」
・
「
霊
」
・
「
主
宰
」

に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
が
故
に
、
象
山
は
「
本
心
」
を
説
く
こ
と
で
、

「
理
」
・
「
畢
」
・
「
主
等
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
「
心
」
の
情
態
性
・

活
動
性
・
関
係
性
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
、
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
、

「
心
」
を
、
固
定
化
さ
れ
た
物
で
は
な
く
、
生
々
流
動
す
る
現
象
と
し

て
捉
え
る
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

次
に
、
「
本
心
」
と
「
失
本
心
」
の
関
係
を
、
象
山
の
「
善
・
惑
」

の
理
解
を
手
懸
り
に
考
え
た
い
。

有
善
必
有
悪
、
真
如
反
覆
手
。
然
善
却
自
本
然
、
悪
却
是
反
了
方

有
。
（
集
3
4
　
語
録
上
）

象
山
に
よ
れ
ば
、
「
善
・
悪
」
は
、
手
を
反
覆
す
る
よ
う
に
、
本
然
な
る

「
善
」
と
そ
の
転
倒
で
あ
る
「
悪
」
と
の
相
対
的
対
立
関
係
に
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
善
・
恵
」
が
同
時
に
並
存
し
て
絶
対
的
対
立
を
示
す
こ
と
は

な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
知
非
則
本
心
即
復
」
（
集
3
5
　
語
録
下
）
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と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
非
」
で
あ
る
「
失
本
心
」
と
「
本
心
」
の
関

係
に
お
い
て
も
適
合
す
る
と
言
え
よ
う
。
「
本
心
」
と
「
失
本
心
」
は
、

主
宰
が
確
立
し
て
「
主
客
」
の
具
わ
っ
た
本
来
の
「
心
」
の
情
態
と
、

そ
の
転
倒
で
あ
る
主
宰
が
失
わ
れ
「
外
物
」
が
「
主
」
と
な
っ
た
「
主

客
倒
置
」
の
「
心
」
の
情
態
と
の
相
対
的
対
立
関
係
に
あ
る
。
従
っ
て
、

「
心
」
は
、
主
宰
を
確
立
し
て
い
る
か
否
か
、
こ
の
一
点
に
お
い
て
、

本
来
態
の
「
本
心
」
か
、
硯
実
態
の
「
失
本
心
」
か
、
い
ず
れ
か
一
方

の
情
態
に
あ
り
、
両
者
が
同
時
に
並
存
し
て
絶
対
的
対
立
を
「
心
」
の

内
に
生
じ
て
「
心
」
を
二
極
に
分
裂
さ
せ
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
象

山
は
、
「
心
」
と
鋭
く
だ
け
で
は
曖
昧
で
あ
っ
た
「
心
」
の
本
来
態
と

現
実
態
の
構
図
を
明
確
に
す
る
た
め
に
「
本
心
」
を
鋭
い
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
同
時
に
、
「
心
」
を
本
来
態
と
現
実
態
に
分
け
る
そ
の

要
で
あ
る
「
心
」
の
主
宰
を
強
調
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

陸
象
山
の
「
心
」
の
立
場
　
（
橋
本
）

前
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
象
山
は
「
心
」
の
主
宰
の
確
立
を
重
視
す

る
。
そ
れ
が
「
自
立
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
「
自
立
」
を
阻

げ
る
「
蔽
」
に
つ
い
て
、
象
山
が
ど
う
捉
え
て
い
た
の
か
考
え
て
み
た

い
。
そ
れ
は
同
時
に
、
「
心
」
の
硯
実
態
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
も
な
る

だ
ろ
う
。

象
山
は
、
現
実
を
次
の
よ
う
に
見
て
い
た
。

常
俗
滑
没
於
貧
富
・
貴
焼
・
利
魯
・
得
喪
・
声
色
・
嗜
欲
之
間
、

喪
央
其
良
心
、
不
顧
義
理
、
極
為
可
哀
。
（
集
4
　
与
符
復
仲
）

人
々
は
、
「
貧
富
・
貴
購
…
…
」
と
い
っ
た
世
俗
的
な
も
の
に
価
値
を

見
出
し
て
そ
れ
を
求
め
奔
走
し
、
本
来
価
値
あ
る
「
良
心
」
を
喪
失
し

て
し
ま
い
、
「
心
」
に
固
有
の
「
義
理
」
に
価
値
を
見
出
し
そ
れ
を
顧

み
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
こ
そ
「
不
得
其
実
而
薇
於
其
末
」
　
（
集
2
0

贈
二
遭
）
と
、
「
実
」
な
る
「
心
」
を
得
な
い
ま
ま
、
「
末
」
な
る
世

俗
の
物
に
蔽
わ
れ
た
「
心
」
の
現
実
感
（
失
本
心
）
　
に
他
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
「
貧
富
・
貴
賎
：
：
：
」
と
い
っ
た
世
俗
の
価
値
が
「
薇
」

を
な
し
、
人
は
「
『
君
子
役
物
、
小
人
役
於
物
』
（
『
萄
子
』
修
身
篇
）

三
七
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陸
象
山
の
「
心
」
の
立
場
　
（
橋
本
）

夫
権
皆
在
我
、
著
在
物
、
即
為
物
役
英
］
　
（
集
3
5
　
語
録
下
）
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
「
心
」
の
主
宰
を
失
っ
て
権
能
を
「
物
」
に
委
ね
、
そ

の
「
物
」
に
使
役
動
揺
さ
れ
て
い
た
。
象
山
の
説
く
「
蔽
」
と
は
、

「
心
」
が
主
宰
を
失
い
「
物
」
に
使
役
動
揺
さ
れ
る
、
「
心
」
と
「
物
」

と
の
「
主
客
倒
置
」
、
そ
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
外
に
在
る
物
ば
か
り
が
「
薇
」
を
な
す
の
で
は
な
い
。

「
外
物
・
邪
鋭
」
に
対
応
す
る
「
物
欲
・
意
見
」
と
い
っ
た
人
の
活
動

も
ま
た
「
蔽
」
を
な
し
て
、
人
の
内
面
に
お
け
る
「
主
客
倒
置
」
を
現

出
さ
せ
て
い
た
。
象
山
は
、
「
穐
有
推
測
、
即
是
心
害
、
与
声
色
・
臭

味
・
利
害
・
得
喪
等
耳
］
　
（
集
4
　
与
胡
達
材
）
と
一
亭
っ
。
「
推
測
」

す
る
だ
け
で
、
「
心
」
の
本
来
性
が
害
わ
れ
、
「
推
測
」
は
、
「
苧
色
・

臭
味
…
」
同
様
「
蔽
」
で
あ
る
、
と
。
こ
の
「
推
測
」
は
、
何
故
「
薇
」

と
な
る
の
か
。
語
録
に
次
の
記
載
が
あ
る
。

某
（
虐
子
南
）
方
侍
坐
、
発
生
遽
担
、
某
亦
担
。
発
生
日
「
還
用

安
排
否
］
　
（
集
3
5
　
語
録
下
）

象
山
に
連
ら
れ
て
担
っ
た
そ
の
動
作
が
、
「
安
排
（
作
為
）
し
し
た
も
の

天

か
、
そ
れ
と
も
「
自
然
」
に
そ
う
し
た
も
の
か
、
と
、
象
山
の
言
葉
に

は
、
人
の
内
面
に
生
じ
た
動
き
を
悟
ら
せ
る
鋭
さ
が
あ
る
。
わ
ず
か
に

「
安
排
L
 
L
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
は
も
は
や
「
心
」
の
「
自
然
」
な
る

活
動
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

内
無
節
累
、
外
無
所
属
、
自
然
自
在
。
穂
有
一
些
子
意
便
沈
重

了
］
　
（
集
3
5
　
語
録
下
）

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
推
測
・
安
排
二
些
子
意
」
は
、
全
て
作
為

で
あ
る
が
故
に
、
「
心
」
の
　
「
自
然
」
・
「
自
然
」
な
る
活
動
を
阻
害

す
る
内
な
る
累
即
ち
「
薇
」
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
人

の
内
部
で
は
、
「
自
然
」
と
「
作
為
」
と
の
「
主
客
倒
置
」
が
生
起
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
語
録
に
は
以
下
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。

予
（
包
嶽
道
）
挙
骨
子
解
薇
「
遠
為
薇
、
近
為
薇
、
軽
為
薇
、
重●

為
薇
」
之
歎
、
親
好
。
発
生
日
「
是
好
、
只
是
他
無
主
人
。
有
主

●人
時
、
近
亦
不
薇
、
遠
亦
不
蔽
、
軽
重
皆
然
］
（
集
3
5
　
語
録
下
）

象
山
は
、
有
子
の
説
く
「
遠
・
近
・
靡
・
重
」
、
あ
る
い
は
「
貴
璃
・

5
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貧
富
・
意
見
・
物
欲
」
が
、
そ
れ
自
体
客
観
的
に
「
薇
」
と
し
て
存
在

す
る
、
と
は
考
え
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
が
「
薇
」
を
な
す
か
否
か
は
、

●
●

偏
に
「
心
」
の
主
人
即
ち
主
宰
の
問
題
で
あ
っ
た
。
何
故
な
ら
、
「
心
」

が
主
人
（
主
宰
）
を
確
立
し
て
い
る
時
に
は
、
「
万
物
森
然
於
方
寸
之

間
」
（
集
3
4
語
録
上
）
と
、
万
物
は
、
方
寸
即
ち
「
心
」
に
森
然
と
備
わ

る
内
な
る
存
在
で
あ
り
、
「
心
」
の
外
に
存
在
す
る
「
外
物
」
と
な
っ

て
「
薇
」
を
な
す
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
「
薇
」
を
な
し
て
い
た
「
遠
・

近
…
…
」
も
、
「
薇
」
で
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
か
ら
。
象
山
に
よ
れ

ば
、
主
人
（
主
宰
）
が
確
立
し
て
い
れ
ば
、
「
薇
」
は
一
切
存
在
し
な

い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
象
山
の
説
く
「
薇
」
と
は
、
「
心
」
以
外
に

価
値
を
求
め
、
本
来
完
全
で
あ
る
「
心
」
即
ち
「
本
心
」
に
価
値
を
見

出
す
こ
と
な
く
主
宰
を
失
っ
て
、
自
己
を
充
全
に
発
揮
で
き
な
い
「
心
」

の
情
態
即
ち
「
失
本
心
」
即
ち
「
主
客
倒
置
」
を
言
っ
た
、
極
め
て
主

観
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
人
が
自
ら
、
自
己
の
完
全
性
を
放

棄
す
る
こ
と
で
あ
り
、
孟
子
の
所
謂
る
「
自
暴
自
棄
」
　
（
離
婁
上
）
に

他
な
ら
な
い
。

陸
象
山
の
「
心
」
の
立
場
　
（
橋
本
）

愚
不
肖
者
之
薇
在
於
物
欲
、
賢
者
智
者
之
薇
在
於
意
見
、
高
下
汗

潔
錐
不
同
、
其
為
薇
理
親
心
而
不
得
其
正
、
則
一
也
。
然
破
顔
在

●

●

●

●

汗
下
者
往
往
易
解
、
而
息
其
安
鳶
而
不
求
解
、
自
暴
自
棄
者
是

也
。
（
集
1
　
与
野
文
範
）

象
山
の
見
た
現
実
の
社
会
は
、
こ
の
「
自
暴
自
棄
」
の
人
々
の
集
合
体

に
他
な
ら
な
か
っ
た
、
と
言
え
よ
う
。

で
は
、
次
に
、
「
自
立
」
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
象
山
は
、
次
の
よ

う
に
言
う
。

此
心
本
釜
、
此
理
本
明
、
杢
英
気
稟
所
蒙
、
習
侍
所
櫓
、
俗
論
邪

鋭
所
蔵
、
則
非
加
剖
剥
磨
切
則
露
且
明
者
曾
無
験
英
。
（
集
1
0

与
郡
叔
誼
）

割
剥
磨
切
を
加
え
て
「
薇
」
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
、
「
心
」
本
来
の

「
霊
」
　
「
理
」
本
来
の
「
明
」
が
発
揮
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
、

と
。
し
か
し
、
「
薇
」
の
取
り
除
か
れ
た
「
心
」
は

心
萄
不
薇
於
物
欲
、
則
義
理
其
固
有
也
。
（
集
1
4
　
与
侍
斎
賢
）

此
事
何
必
他
求
、
此
心
之
良
、
本
非
外
轢
、
但
無
「
斧
斤
之
伐
、

三
九
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陸
象
山
の
「
心
」
の
立
場
　
（
橋
本
）

年
羊
之
敏
」
（
『
孟
子
』
告
子
上
）
、
則
当
日
以
暢
茂
。
（
集
5

与
野
元
賓
）

と
、
本
来
の
完
全
な
る
「
心
」
の
ま
ま
に
、
自
ら
を
発
揮
展
開
で
き
る

の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
ま
ず
、
「
本
心
」
を
失
っ
た
「
自
暴
自
棄
」
の

人
は
、
そ
の
　
「
蔽
」
を
取
り
除
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
、
こ
の

「
薇
」
の
構
造
か
ら
考
え
て
、
「
心
」
の
主
宰
を
確
立
す
る
以
外
に
無

い
。
つ
ま
り
、
「
心
」
と
「
物
」
と
の
　
「
主
客
倒
置
」
の
関
係
を
正
す

こ
と
で
あ
る
。
「
貧
富
・
貴
購
」
と
い
っ
た
世
俗
的
な
も
の
に
価
値
を

認
め
る
現
実
の
価
値
観
を
転
倒
さ
せ
、
本
来
完
全
で
あ
る
「
心
」
こ
そ

真
に
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
　
「
心
」
に
存
在
の
根
拠
を
求
め
依

存
す
る
こ
と
で
、
「
心
」
の
主
宰
が
確
立
さ
れ
、
「
蔽
」
も
一
切
解
消

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
象
山
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

女
耳
目
聴
、
目
自
明
、
事
父
自
能
孝
、
事
見
目
能
弟
、
本
無
欠
閲
、

不
必
他
求
、
在
自
立
而
己
。
（
集
3
4
　
語
録
上
）

「
心
」
を
存
在
根
拠
と
す
る
人
間
存
在
そ
の
も
の
が
完
全
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
他
に
一
切
依
存
せ
ず
、
自
己
の
完
全
性
に
存
雇
の
眼
襖
を
求

四
〇

め
、
そ
れ
に
依
っ
て
自
ら
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
。
そ
れ
は
、
「
自

立
自
重
、
不
可
随
人
脚
銀
、
学
人
言
語
U
　
（
集
3
5
　
語
録
下
）
ま
た
、

「
『
自
得
・
日
成
・
自
道
』
　
（
中
庸
）
不
僚
師
友
載
籍
］
（
集
3
5
　
語
録

下
）
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
「
人
脚
限
・
人
言
語
・
師
友
載
籍
」
と
い

っ
た
「
他
」
に
求
め
て
は
な
ら
な
い
、
自
分
自
身
の
問
題
で
あ
っ
た
。

だ
か
ら
、
象
山
は
以
下
の
よ
う
に
就
い
た
の
で
あ
る
。

「
誠
者
白
誠
也
、
両
道
自
道
也
u
　
「
君
子
以
日
曜
明
徳
u
　
「
人
之

●

●

　

　

　

　

　

　

　

　

●

●

有
是
四
端
、
而
自
謂
不
能
者
、
日
賦
者
也
〕
暴
謂
「
自
暴
」
。
棄

e

●

　

　

　

　

　

　

　

●

●

　

　

　

　

　

●

●

　

　

　

　

　

　

　

●

●

謂
「
自
棄
」
。
侮
謂
「
自
侮
」
。
反
謂
「
自
反
」
。
得
謂
「
自
得
」
。

●

●

●

●

●

●

●

「
禍
福
無
不
自
己
求
之
者
」
。
聖
賢
道
一
箇
「
自
」
字
黛
好
。
（
集

3
4
　
語
録
上
）

「
賊
・
暴
・
棄
・
侮
」
も
「
反
・
得
」
も
、
全
て
自
分
白
身
の
問
題
で

あ
り
、
自
ら
そ
れ
を
選
び
取
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
来
完
全
で

あ
る
「
心
」
を
存
在
根
拠
と
す
る
本
来
完
全
で
あ
る
自
己
に
常
に
向
か

い
あ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
に
、

象
山
の
説
く
人
間
の
立
場
・
自
己
の
立
場
が
あ
っ
た
、
と
言
え
よ
う
。
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象
山
は
、
「
須
長
信
得
及
乃
可
］
（
集
3
5
　
語
録
下
）
と
言
う
。
つ
ま

り
、
ま
ず
「
心
」
が
主
宰
で
あ
る
自
己
の
存
在
の
完
全
性
を
確
信
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。
そ
う
し
て
初
め
て
、
本
来
完
全
な
る
自
己
の
力

に
よ
っ
て
、
現
実
の
「
蔽
」
を
取
り
除
き
「
心
」
の
主
宰
を
確
立
し
、

「
自
立
」
が
達
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
象
山
の
説
く
「
自
立
」
と
は
、

「
心
」
及
び
自
己
の
存
在
が
本
来
完
全
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
「
心
」

の
主
宰
を
確
立
し
、
自
ら
が
自
ら
の
カ
で
立
つ
こ
と
で
あ
っ
た
、
と
言

え
る
。自

分
自
身
の
問
題
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
「
自
立
」
は
窓
意
的
で
無
根

拠
な
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
何
故
な
ら
、
そ
れ
は
、
一
個
人
の
身
に

限
定
さ
れ
る
こ
と
の
無
い
「
宇
宙
」
大
・
「
天
」
大
の
広
大
に
し
て
普

遍
で
あ
る
「
心
」
を
、
確
か
な
根
拠
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
即

ち
、
「
宇
宙
」
・
「
天
」
を
根
拠
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
象
山
の
鋭

く
「
自
立
」
は
、
一
身
に
限
定
さ
れ
た
私
意
・
作
為
に
よ
っ
て
導
か
れ

る
よ
う
な
も
の
で
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。

象
山
は
、
「
今
人
略
有
些
気
焔
者
、
多
只
是
附
物
、
元
非
自
立
也
］

陸
象
山
の
「
心
」
の
立
場
　
（
橋
本
）

（
集
3
5
　
語
録
下
）
と
、
「
気
烙
（
空
元
気
）
」
は
、
結
局
多
く
は
「
附

物
（
物
に
動
揺
さ
れ
る
こ
と
）
」
　
で
あ
っ
て
、
元
か
ら
「
自
立
」
で
は

な
い
、
と
言
う
。
ま
た
「
有
所
恐
健
、
則
不
足
以
自
立
］
　
（
集
3
5
　
語

録
下
）
と
、
『
中
庸
』
に
言
う
「
恐
健
」
さ
え
、
こ
れ
が
あ
れ
ば
、
「
自

立
」
す
る
の
に
充
分
で
は
な
い
、
と
言
う
。
象
山
に
す
れ
ば
、
「
気

焔
」
・
「
恐
健
」
は
、
一
身
に
限
定
さ
れ
た
悪
意
的
な
も
の
で
、
「
心
」

の
「
自
然
」
　
を
害
わ
せ
る
「
安
排
　
（
作
為
）
」
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

従
っ
て
、
こ
れ
が
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
「
心
」
の
主
宰
が
確
立
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
　
「
自
立
」
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
で
あ
っ
た
。
「
某
（
象
山
）
平
日
卓
見
説
話
、
従
天
而
下
、
従
肝
肺

中
流
出
、
是
自
家
有
底
物
事
、
何
常
硬
把
捉
］
　
（
集
3
5
　
語
録
下
）
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
天
」
か
ら
「
肝
肺
（
心
）
」
を
貫
い
て
流
出
す

る
自
己
に
固
有
の
「
自
然
」
を
阻
害
す
る
も
の
「
気
焔
・
恐
健
・
硬
把

捉
」
が
、
少
し
で
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
も
は
や
、
「
自
立
」
と
も
「
心
」

の
主
宰
の
確
立
と
も
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
象
山
は
、
次
の
よ
う
に
言

っ
て
い
る
。

四
一

8
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陸
象
山
の
「
心
」
の
立
場
　
（
橋
本
）

「
事
父
孝
、
故
事
天
明
、
事
母
孝
、
故
事
地
察
］
　
（
『
孝
経
』
感

応
章
）
見
学
己
到
田
地
、
自
然
如
此
、
非
是
欲
去
明
此
而
察
此

也
。
（
集
3
5
　
語
録
下
）

学
問
が
一
つ
の
境
地
に
到
達
す
れ
ば
、
殊
更
に
「
明
・
察
」
で
あ
ろ
う

と
「
安
排
」
せ
ず
と
も
、
「
心
」
の
「
自
然
」
の
ま
ま
に
「
明
・
察
」
で

あ
る
、
と
。
そ
れ
は
、
一
身
に
限
定
さ
れ
た
窓
意
性
の
一
切
排
除
さ
れ

た
「
宇
宙
」
大
・
「
天
」
大
の
「
心
」
が
、
そ
の
主
宰
を
確
立
し
、
自

ら
に
お
い
て
「
宇
宙
」
・
「
天
」
を
体
現
し
、
「
自
然
」
の
ま
ま
に
立

っ
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
即
ち
「
自
立
」
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
象
山
の
鋭
く
「
自
立
」
は
、
一
身
の
主
宰
で
あ
り
つ
つ

一
身
に
限
定
さ
れ
な
い
「
宇
宙
」
大
・
「
天
」
大
の
「
心
」
を
根
拠
に

し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
は
、
「
心
」
の
主
宰
を
確
立
し
て
「
み
ず
か
ら

立
つ
」
こ
と
で
あ
る
、
と
同
時
に
、
個
を
越
え
て
、
自
ら
に
お
い
て

「
宇
宙
」
・
「
天
」
を
体
現
し
「
宇
宙
」
・
「
天
」
と
一
つ
に
な
っ
て

普
遍
に
到
り
、
「
自
然
」
の
ま
ま
に
「
お
の
ず
か
ら
立
つ
」
こ
と
で
も

あ
っ
た
、
と
言
え
よ
う
。
「
自
立
」
と
は
、
広
大
な
る
「
心
」
を
根
拠

雲

と
し
た
、
人
間
存
在
の
確
立
で
あ
り
、
か
つ
、
人
間
存
在
の
場
で
あ
り

根
拠
で
あ
る
「
宇
宙
」
・
「
天
」
の
存
在
の
確
立
で
あ
る
。
従
っ
て
、

「
自
立
」
す
る
こ
と
で
、
「
心
」
・
「
宇
宙
」
・
「
天
」
は
渾
然
た
る

一
体
で
あ
り
つ
つ
調
和
に
満
ち
た
確
か
な
存
在
と
な
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
「
自
立
」
と
「
主
（
本
〕
－
客
（
末
）
」
に
つ
い
て
考
よ
う
。

象
山
は
、
「
知
道
則
末
即
是
本
、
枝
即
是
葉
。
又
日
、
有
税
則
白
布
枝

葉
〕
　
（
集
3
5
　
語
録
下
）
と
言
う
。
こ
の
「
知
道
」
と
は
、
「
道
塞
天

地
、
人
以
自
私
之
身
与
道
不
相
入
。
人
能
退
歩
自
省
、
自
然
相
入
］

（
集
3
5
　
語
録
下
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
人
と
「
道
」
と
が
、
主
宰

が
確
立
さ
れ
「
自
私
」
の
無
い
「
白
鷹
」
の
ま
ま
の
「
心
」
に
お
い

て
、
「
相
入
」
即
ち
渾
然
一
体
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
そ
れ
は
、
渾
然
一
体
の
情
態
を
、
「
道
」
を
対
象
化
し
て
言
っ
た

も
の
で
あ
り
、
人
に
即
し
て
言
う
な
ら
「
自
立
」
に
他
な
ら
な
い
。
従

っ
て
、
「
兜
道
」
と
は
、
現
実
に
お
い
て
「
本
1
末
」
と
対
立
的
に
捉

え
ら
れ
る
も
の
が
、
本
来
は
対
立
の
無
い
渾
燃
一
体
の
も
の
で
あ
る
、

と
す
る
「
自
立
」
に
よ
る
認
識
の
転
換
で
あ
る
。
ま
た
「
有
本
自
然
有

9

8

1



末
」
　
（
集
3
5
　
語
録
下
）
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
合
わ
せ
考
え
る
に
、

「
道
」
と
渾
然
一
体
で
あ
る
こ
と
は
、
「
本
」
か
ら
「
末
」
・
根
か
ら

枝
葉
へ
と
自
然
に
展
開
し
て
ゆ
く
、
「
心
」
本
来
の
活
動
の
統
一
的
方

向
性
を
回
復
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
即
ち
「
心
」
が
「
理
」
　
の
ま
ま
に

活
動
す
る
こ
と
で
あ
る
。

有
己
則
忘
理
、
明
理
則
忘
己
。
「
艮
其
背
、
不
獲
其
身
、
行
其
庭

不
見
其
人
」
　
（
『
易
経
』
艮
卦
卦
辞
）
、
則
是
任
理
而
不
以
己
与

人
参
也
。
（
集
3
5
　
語
録
下
）

と
。
「
理
」
を
明
確
に
し
、
「
心
」
を
「
理
」
に
任
せ
て
ゆ
く
こ
と
で
、

⑦

己
と
人
と
の
対
立
の
無
い
「
無
我
、
無
物
」
の
主
客
壁
絶
の
世
界
が
現

出
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
自
立
」
に
お
い
て
、
「
主
　
（
本
）
－

客
（
末
）
」
の
対
立
の
無
い
、
渾
然
一
体
に
し
て
統
一
的
展
開
を
示
す

世
界
が
展
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
「
自
立
」
を
、
時
間
と
の
関
連
で
考
え
て
み
た
い
。
象
山
は
、

「
即
今
自
立
」
を
言
う
。

●

e

●

●

請
尊
兄
（
未
済
道
）
即
今
自
立
、
草
坐
技
手
、
収
拾
精
神
、
自
作

陸
象
山
の
「
心
」
の
立
場
　
（
橋
本
）

主
宰
。
（
集
3
5
　
語
録
下
）

象
山
に
よ
れ
ば
、
過
去
も
未
来
も
無
く
、
在
る
の
は
こ
の
今
だ
け
で
あ

る
。
鴻
湖
寺
の
会
に
臨
ん
で
、
兄
復
帝
に
和
し
た
詩
の
最
後
の
一
句
が

「
真
偽
先
須
弁
只
今
」
　
（
集
2
5
　
詩
）
　
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
心
」
の

主
宰
が
確
立
し
「
自
立
」
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
「
心
」
の
全
体
で
生

き
真
に
実
在
す
る
か
ど
う
か
は
、
只
今
こ
の
瞬
間
に
こ
そ
弁
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
柄
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
象
山
の
鋭
く
「
自
立
」
は
、
未

来
に
予
期
さ
れ
る
目
棟
で
は
な
い
。
今
、
こ
の
瞬
間
に
こ
そ
実
現
さ
る

べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
即
ち
「
即
今
自
立
」
　
で
あ
る
。

し
か
し
、
時
は
流
れ
、
こ
の
今
は
、
次
の
睦
間
に
は
過
去
と
な
り
、

新
た
な
今
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
停
滞
す
る
こ
と
無
く
流
れ
る
時
と
は
、

無
限
に
連
続
し
て
生
起
す
る
こ
の
今
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
心
」

●

●

●

●

の
全
体
で
こ
の
今
を
生
き
る
に
は
、
「
本
来
無
事
」
で
あ
る
「
心
」
本

来
の
ま
ま
に
一
事
に
停
滞
す
る
こ
と
な
く
、
時
の
変
化
・
事
の
変
化
に

即
し
て
、
自
ら
を
変
化
活
動
さ
せ
て
ゆ
く
以
外
に
は
な
い
。

●

●

●

●

心
不
可
泊
一
事
、
只
自
立
心
。
人
心
本
来
無
事
、
胡
乱
被
事
物
牽

望

091



陸
象
山
の
「
心
」
の
立
場
　
（
橋
本
）

将
去
。
苦
是
有
精
神
、
即
時
便
出
便
好
。
（
集
3
5
　
語
録
下
）

一
事
に
停
滞
す
る
こ
と
無
く
、
時
・
事
に
即
し
て
自
ら
を
変
化
活
動
さ

せ
、
永
遠
の
今
を
「
心
」
の
全
体
で
生
き
る
こ
と
、
こ
れ
が
象
山
の
鋭

く
「
自
立
」
で
あ
り
、
こ
こ
に
し
か
人
間
存
在
の
実
感
は
あ
り
得
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
そ
れ
は
、
「
心
」
を
、
物
で
は
な
く
生
き

て
働
く
霊
妙
不
測
の
活
動
・
現
象
と
し
て
捉
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

以
上
「
自
立
」
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
来
た
。
そ
れ
は
、
象
山
思

想
の
全
て
を
包
括
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
、
正

し
く
象
山
学
の
本
額
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
象
山
は
、
「
自
立
」
し
得
て

「
本
心
」
に
復
し
、
万
事
の
根
本
主
宰
た
る
「
心
」
を
、
以
下
の
よ
う

に
称
賛
し
て
い
た
。

今
吾
友
既
得
其
本
心
実
、
継
此
能
養
之
而
無
害
、
則
誰
得
而
禦
之
。

如
木
有
根
、
筍
有
培
浸
而
無
傷
状
、
則
枝
葉
当
日
益
暢
茂
。
如
木

有
源
、
筍
有
疏
汝
而
無
塑
嚢
、
則
波
流
当
日
益
奄
積
。
所
謂
「
源

泉
混
混
、
不
舎
昼
夜
、
盈
科
而
後
進
、
放
乎
四
海
、
有
本
者
如
是
u

（
『
孟
子
』
離
婁
下
）
　
（
集
7
　
与
郁
中
学
）

四
四

主
宰
を
確
立
し
た
「
心
」
　
（
本
心
）
を
、
時
に
即
し
て
変
化
さ
せ
充
分

に
養
い
害
が
無
け
れ
ば
、
そ
れ
は
、
根
の
確
り
し
た
樹
木
、
水
源
豊
か

な
川
が
日
々
成
長
す
る
よ
う
に
、
止
む
こ
と
な
く
露
妙
不
測
に
活
動

し
、
そ
の
広
大
な
る
体
を
現
実
の
も
の
に
で
き
る
（
放
乎
四
海
）
、
と
。

「
一
笑
了
、
万
虚
皆
砕
］
　
（
集
3
5
　
語
録
下
）
と
、
万
虚
を
砕
く
真
実

在
で
あ
る
「
心
」
が
、
広
大
な
る
体
を
自
己
実
現
す
る
に
は
、
ま
ず

「
心
」
の
主
宰
の
確
立
即
ち
「
自
立
」
が
前
提
で
あ
っ
た
。
既
に
論
じ
一

た
よ
う
に
、
「
自
立
」
し
主
宰
を
確
立
し
た
「
心
」
に
お
い
て
、
人
は
、
　
1
9
1

個
を
越
え
普
遍
に
到
り
「
宇
宙
」
・
「
天
」
と
混
然
一
体
と
な
り
、
自

己
が
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
広
大
普
遍
に
し
て
霊
妙
不
測

に
活
動
す
る
「
心
」
の
主
宰
を
確
立
す
る
「
自
立
」
を
就
い
て
止
ま
な

い
象
山
の
「
心
」
の
立
場
が
あ
っ
た
、
と
言
え
よ
う
。

注

①
　
「
近
有
議
吾
者
云
『
除
了
「
先
立
乎
其
大
老
」
一
句
、
仝
無
伎
価
。
』
苦
闘

之
日
『
誠
然
。
』
」
（
集
3
4
　
語
録
上
）
に
拠
る
。
以
下
、
引
用
文
は
、
校
点



本
『
陸
九
淵
集
』
　
（
北
京
一
九
八
〇
年
　
中
華
書
局
）
に
従
い
、
そ
の
巻

数
、
篇
名
あ
る
い
は
書
輸
名
を
示
し
た
。

⑧
　
「
且
如
情
・
性
・
心
・
才
、
都
只
是
一
般
物
事
、
言
偶
不
同
耳
〕
　
（
集
3
5

語
録
下
）
　
に
拠
る
。

⑧
仏
教
の
説
く
「
心
」
と
の
違
い
は
こ
こ
に
あ
る
。
以
下
参
照
。
「
釈
氏
謂
此

一
物
（
心
）
、
非
他
物
故
也
、
然
与
苦
情
不
同
。
吾
儒
無
不
該
債
、
無
不
管

摂
、
釈
氏
了
此
一
身
皆
無
余
事
〕
　
（
集
3
5
　
語
録
下
）

④
年
譜
十
三
歳
の
条
の
記
載
に
拠
る
な
ら
、
む
し
ろ
、
体
認
と
す
る
方
が
適
切

で
あ
ろ
う
。

⑤
象
山
は
、
「
主
客
倒
置
」
　
（
集
1
　
与
曽
宅
之
）
　
「
本
末
倒
置
」
　
（
集
4

与
曽
敬
之
）
と
言
う
が
、
こ
れ
は
「
心
」
の
本
来
態
と
現
実
態
と
を
「
主
客

（
本
末
）
」
の
具
足
と
倒
置
（
転
倒
）
と
の
関
係
で
準
え
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
、
と
い
う
見
解
の
下
に
転
倒
形
態
の
語
を
用
い
た
。

⑥
　
「
中
即
至
理
」
　
（
集
2
　
与
朱
元
晦
9
参
照
。

⑦
「
某
云
『
「
艮
其
背
、
不
獲
其
身
」
無
我
、
「
行
其
庭
、
不
見
其
人
」
無
物
』
」

（
集
3
4
　
語
録
上
）
　
に
拠
る
。

（
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
）
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陸
象
山
の
「
心
」
の
立
場
　
（
橋
本
）



Music for Primitive Communities, for Kingship, for Kings

Loss of Sacred Music in the Chun-qiu Zhan-guo Era

Naoyuki Tamaki å  '

Why in the Chun-qiu Zhan-guo era many of intellectuals attacked musics

popular at the courts? It was times when the sacred musics had been lost at
the courts of the kings (the Chou kings and the dukes). Loss of them represented

loss of the sacred rituals that had purified and reinforced the kingship. Many

intellectuals regarded the prevalance of nonsacred musics as one of the causes

of the social disorder.

Kuan Tzu Yu KuanP'ien and Yin Yang Wu Hsing Theory (PaHEff!Si)

Katasi Kubota

Although a lot of research has been carried out on Kuan TzuYu Kuan P'ien
CS-fthiiW), many problems remain to be solved. One of the fundamental

problems is that while the relationship between Kuan Tzu Yu Kuan P'ien and

Wu Hsing Theory has been popularly recognized for some time, there have

been strong objections to this view.
The present author tries to clarify the relationship between Kuan Tzu Yu

Kuan P'ien and Wu Hsing Theory on the basis of an analysis of existing research
on this problem.

Lu Xiang Shan's viewpoint on "Xin"

Keiji Hashimoto

Lu Xiang Shan (MM-lh) regarded "Xin Gil1)" as perfect and sole reality.
The essence of his study is to establish the subjectivity of "Xin.Gil1)".

In this treatise we will: first consider the meaning of Lu Xiang Shan's
"Xin GllO " and "Ben Xin (^C'll1)," and next make clear the condition of "Zi
li (Eli)" which establishes the subjectivity of "Xin Gil-)."
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